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片　岡　藏　之　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥11
　・町内の太陽光発電施設について
　・子育て対策について

藤　咲　芙美子　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥12
　・国保税の負担軽減について
　・デマンドタクシーの運営について
　・防災避難計画について
　・選挙の低投票率対策について

桜　井　和　子　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥13
　・高齢者対策について
　・布団の処理について
　・ＡＥＤの設置について

小　林　祥　宏　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥14
　・新年度予算編成について
　・道路整備について
　・防災の対応について
　・城里町副町長就任について

三　村　孝　信　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥15
　・大網地区の残土問題について
　・児童虐待について
　・中学校の運動部の部活について

杉　山　　　清　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥16
　・七会町民センター「アツマーレ」と今度の
　　方向性について
　・インフラ整備について
　・買い物弱者対策について
　・那珂川大橋架け替えについて
　・農産物の振興について
　・職員懲戒審査会について

町
政
を
問
う

一般質問今回６名が質問し、
その要約を掲載しました。

「町政を問う」の掲載記事は、質問者本人の
寄稿によるものです。
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お
り
、
県
へ
の
提
出
分

に
つ
い
て
は
町
は
把
握

を
し
て
い
る
。
個
人
で

の
小
規
模
な
も
の
は
把

握
で
き
て
い
な
い
。

片

岡　

心
配
し
て
い

る
の
は
、
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
で
よ
く
耳
に
す
る
Ｆ

Ｉ
Ｔ
法
、
十
九
年
問
題
、

買
取
り
料
金
の
改
定
だ
。

　

長
野
県
茅
野
市
で
は
、

事
業
者
と
住
民
と
の
間

に
、
生
活
環
境
、
景
観

の
保
全
、
事
業
の
運
営

や
廃
止
な
ど
を
め
ぐ
る

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て

い
る
。
執
行
部
で
は
、

未
然
防
止
を
念
頭
に
置

い
た
条
例
を
議
会
提
出

す
る
そ
う
だ
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、

環
境
基
本
条
例
が
提
出

さ
れ
て
い
る
の
で
、
活

用
す
べ
き
と
思
う
が
。

※	

Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
…
電
気
事
業
者

に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
電
気
調
達
に
関
す
る

特
別
措
置
法

※	

十
九
年
問
題
…
２
０
１
９

年
に
太
陽
光
発
電
の
売
電

価
が
大
幅
に
下
が
る
問
題

片

岡　

八
年
前
の
三

月
十
一
日
、
東
日
本
大

震
災
の
津
波
に
よ
り
福

島
の
原
発
が
制
御
不
能

の
状
態
に
な
り
放
射
能

を
広
い
範
囲
に
放
た
れ

た
。

　

福
島
は
も
と
よ
り
、

本
町
で
も
農
業
、
他
の

業
種
、
町
民
生
活
で
も

大
き
な
影
響
を
受
け
た
。

　

過
日
、
常
任
委
員
会

で
福
島
第
二
発
電
所
の

視
察
、
研
修
を
行
っ
て

き
た
が
、
ま
だ
ま
だ
収

束
に
は
程
遠
い
状
態
で

あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
太
陽
光
発

電
施
設
の
現
状
と
今
後

に
つ
い
て
町
で
ど
の
く

ら
い
ま
で
認
識
し
て
い

る
の
か
。

町

長　

県
が
太
陽
光

発
電
施
設
の
適
正
な
設

置
管
理
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
て

い
る
。
事
業
者
は
担
当

課
に
事
業
概
要
書
を
提

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

《町長》	小規模なものは把握できていない。

町内の太陽光発電施設に
ついて

片
かた お か

岡　藏
く ら ゆ き

之　議員

子
育
て
対
策
に
つ
い
て

《
町
長
》

子
育
て
し
や
す
い
町
と
な
る
よ
う
努
め
る
。

片

岡　

町
長
の
重
要

施
策
の
一
つ
で
あ
る
子

育
て
対
策
。
就
任
以
来
、

四
年
予
算
を
組
ん
だ
が
、

対
策
は
現
状
で
十
分
か
、

ま
だ
事
業
は
あ
る
の
か
。

町

長　

三
十
一
年
度

の
予
算
に
お
い
て
三
歳

か
ら
五
歳
ま
で
の
保
育

料
、
幼
稚
園
授
業
料
の

無
償
化
を
継
続
、
給
食

費
に
つ
い
て
も
今
年
度

か
ら
無
償
化
の
予
算
を

組
み
、
他
市
町
村
と
明

確
な
差
が
今
後
も
続
く

と
思
わ
れ
る
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
充
実
に
つ
い
て
、
石

塚
小
、
常
北
小
の
児
童

ク
ラ
ブ
の
施
設
充
実
化

に
つ
い
て
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
い
る
。

　

切
れ
目
な
く
施
策
を

展
開
し
、
子
育
て
し
や

す
い
町
と
な
る
よ
う
努

め
る
。

原子炉建屋内で説明を受ける

町

長　

太
陽
光
発
電

施
設
に
関
し
て
、
ト
ラ

ブ
ル
防
止
の
町
と
し
て

の
努
力
を
、
と
い
う
事

と
思
う
。

　

国
が
策
定
し
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
も

事
業
終
了
時
の
廃
棄
費

用
や
積
立
額
を
記
載
す

る
事
を
求
め
て
い
る
。

　

様
々
な
心
配
が
住
民

の
皆
さ
ん
方
に
あ
る
と

思
う
の
で
、
業
者
に
対

し
て
意
見
を
申
し
上
げ

て
い
く
予
定
で
い
る
。
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藤

咲　

町
民
の
国
保

税
の
家
計
に
占
め
る
割

合
は
高
い
。
い
ま
町
は

31
億
円
の
財
政
調
整
基

金
を
も
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
町
民
の
た
め
の
お

金
だ
。
国
保
税
の
軽
減

の
た
め
使
う
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
。

町

長　

全
体
の
財
政

状
況
見
る
と
繰
り
入
れ

は
難
し
い
。

藤

咲　

国
保
税
に
は

均
等
割
が
あ
る
が
、
こ

れ
は
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま

れ
る
た
び
国
保
税
が
上

が
る
。
３
人
の
子
ど
も

だ
と
12
万
４
千
円
の
負

担
だ
。
子
育
て
支
援
に

直
結
す
る
均
等
割
の
見

直
し
を
求
め
る
。

町

長　

国
保
以
外
の

保
険
と
比
べ
る
と
国
保

だ
け
減
免
す
る
の
は
平

等
で
は
な
く
な
る
。

藤

咲　

車
の
運
転
も

困
難
と
い
う
高
齢
者
が

多
く
な
っ
て
い
る
中
、

ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
の

利
用
拡
大
の
た
め
、
土

曜
、
日
曜
ま
で
拡
大
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

町

長　

社
会
福
祉
協

議
会
と
連
携
し
土
曜
、

休
日
ま
で
利
用
実
現
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

藤

咲　

県
は
昨
年
12

月
「
茨
城
県
地
震
被
害

想
定
の
見
直
し
」
に
よ

っ
て
、
各
市
町
村
に
大

規
模
地
震
に
よ
る
被
害

の
対
策
を
求
め
た
。
イ

ン
フ
ラ
の
対
策
、
避
難

道
路
は
確
保
さ
れ
る
の

か
。
町
民
へ
の
周
知
徹

底
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

総
務
課
長　

各
施
設
ご

と
に
法
律
や
耐
震
基
準

に
よ
り
対
策
を
取
っ
て

い
る
。
複
数
の
情
報
伝

達
手
段
を
活
用
す
る
。

藤

咲　

原
発
事
故
に

よ
る
放
射
能
放
出
の
際

の
病
院
、
福
祉
施
設
、

学
校
、
な
ど
の
対
策
、

個
別
計
画
は
で
き
て
い

る
の
か
。

町

長　

原
子
力
災
害

時
に
は
国
、
県
と
連
携
し

避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

し
周
知
を
考
え
て
い
く
。

藤

咲　

避
難
時
道
路

閉
鎖
時
の
住
民
の
安
全

確
保
は
。

町

長　

第
二
の
ル
ー

ト
を
使
っ
て
避
難
す
る

よ
う
、
県
で
検
討
中
。

藤

咲　

最
後
の
一
人

ま
で
確
実
に
安
全
な
避

難
が
出
来
る
計
画
か
。

町

長　

ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
に
記
載
し
て
い
る
。

広
域
避
難
計
画
策
定
の

際
は
説
明
会
を
実
施
し
、

避
難
方
法
や
減
災
対
策

を
知
ら
せ
る
。

藤

咲　

茨
城
県
議
会

議
員
選
挙
で
若
年
層
の

投
票
率
が
27
．２
％
と
最

も
低
い
。
対
策
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

町

長　

広
報
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
て

い
る
。
積
極
的
な
啓
発

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

国保税の負担軽減について

《町長》	国保だけ減免するのは平等ではなく
なる。 藤

ふじ さ く

咲　芙
ふ み こ

美子　議員

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

の
運
営
に
つ
い
て

《
町
長
》

土
曜
、
休
日
利
用
実

現
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

防
災
避
難
計
画
に

つ
い
て
（
安
全
安

心
な
避
難
が
確
保

さ
れ
る
計
画
か
）

《
町
長
》

策
定
の
際
は
説
明
会

を
実
施
し
、
避
難
方

法
や
減
災
対
策
を
知

ら
せ
る
。

選
挙
の
低
投
票
率

対
策
に
つ
い
て

《
町
長
》

積
極
的
な
啓
発
に
取

り
組
ん
で
い
く
。
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桜

井　

高
齢
者
運
転

免
許
自
主
返
納
支
援
事

業
が
ス
タ
ー
ト
し
て

今
年
で
９
年
目
に
入
る

が
、
支
援
事
業
が
あ
る

事
、
手
続
き
が
わ
か
ら

な
い
方
が
い
る
。
ど
の

よ
う
に
周
知
し
て
い
る

の
か
。

町

長　

町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
し
ろ
さ

と
お
知
ら
せ
版
で
周
知

し
て
い
る
が
、
広
報
し

ろ
さ
と
６
月
号
で
公
共

交
通
に
関
す
る
特
集
記

事
を
見
開
き
２
ペ
ー
ジ

で
掲
載
し
、
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
て
い
く
。

桜

井　

返
納
手
続
き

を
し
た
後
、
町
民
課
に

自
主
返
納
支
援
事
業
申

請
書
を
提
出
す
る
流
れ

に
な
っ
て
い
る
が
、
桂

支
所
、
七
会
町
民
セ
ン

タ
ー
で
も
受
け
付
け
を

出
来
な
い
か
。

町

長　

桂
支
所
、
七

会
町
民
セ
ン
タ
ー
で
も

６
月
か
ら
受
け
取
れ
る

よ
う
、
役
場
内
で
準
備

を
し
て
い
く
。

※　

６
月
３
日
よ
り
笠

間
警
察
署
で
申
請
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

桜

井　

デ
マ
ン
ド
交

通
券
の
延
長
は
で
き
な

い
か
。

町

長　

茨
城
交
通
バ

ス
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券

１
万
２
千
円
分
、
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
券

１
万
２
千
円
分
の
ど
ち

ら
か
。
茨
交
バ
ス
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
乗
車
券
及
び
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
券
各

６
千
円
の
３
種
類
の
う

ち
１
回
の
み
支
給
と
な

っ
て
い
る
が
、
近
隣
市

町
村
の
動
向
を
み
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

桜

井　

決
定
通
知
書

が
届
き
、
交
通
券
を
受

け
取
り
に
出
向
く
事
に

な
る
が
、
返
納
し
て
免

許
証
が
な
く
な
っ
た
高

齢
者
が
ま
た
足
の
確
保

で
苦
労
す
る
事
が
な
い

よ
う
、
各
地
区
の
配
達

員
さ
ん
に
届
け
て
い
た

だ
く
事
は
で
き
な
い
か
。

町

長　

受
け
取
り
や

す
い
仕
組
み
に
つ
い
て
、

役
場
内
で
よ
く
議
論
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

桜
さく ら い

井　和
か ず こ

子　議員

《町長》	広報しろさとでわかりやすく説明して
いく。

高齢者対策について
（免許自主返納支援事業の周知は）

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
に
つ
い
て

《
町
長
》

先
進
自
治
体
の
状
況
を
聞
き
、
運
用
が
可
能
か

検
討
し
て
い
き
た
い
。

布
団
の
処
理
に
つ
い
て

《
町
長
》

検
討
課
題
と
し
て
議
論
し
て
い
き
た
い
。

桜

井　

寝
具
を
扱
う

女
性
に
と
っ
て
悩
み
の

種
に
な
っ
て
い
る
古
く

な
っ
た
布
団
を
粗
大
ご

み
扱
い
で
き
な
い
か
。

町

長　

新
ご
み
処
理

施
設
建
設
に
合
わ
せ
て
、

ご
み
分
別
収
集
計
画
の

中
で
検
討
課
題
と
し
て

議
論
し
て
い
き
た
い
。

桜

井　

病
院
外
で
の

心
肺
停
止
は
全
国
で
２
万

人
か
ら
３
万
人
と
言
わ
れ

て
い
る
。
夜
遅
く
ま
で
営

業
し
て
い
る
町
内
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
命

を
守
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
で

き
な
い
か
。

町

長　

県
内
に
お
い

て
は
８
自
治
体
が
設
置

し
て
い
る
。
先
進
自
治

体
の
状
況
を
聞
き
、
課

題
や
効
果
な
ど
を
調
査

し
、
本
町
と
し
て
効
果

的
な
運
用
が
可
能
か
検

討
し
て
い
き
た
い
。
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小

林　

急
傾
斜
地
の

崩
壊
危
険
箇
所
、
事
業

施
工
地
区
、
事
業
費
負

担
率
は
。

町

長　

県
が
指
定
し

た
崩
壊
危
険
箇
所
が
町

内
に
62
カ
所
あ
り
、
す

べ
て
県
単
独
事
業
の
該

当
地
で
あ
る
。
現
在
、

増
井
地
区
、
錫
高
野
地

区
を
申
請
し
て
い
る
。

事
業
費
の
負
担
率
は
、

地
元
負
担
10
％
、
県
の

負
担
90
％
で
あ
る
。

小

林　

仲
田
副
町
長

就
任
に
当
た
り
そ
の
決

意
を
伺
い
た
い
。

副
町
長　

町
長
が
進
め

る
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
政
策
の
実

現
に
向
け
て
誠
心
誠
意

尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
。

小
こば や し

林　祥
よ し ひ ろ

宏　議員

《町長》	過去２番目の予算で、約10億円程度
の増である。

新年度予算編成について

小

林　

今
年
度
の
重

点
項
目
、
前
年
度
に
対

し
内
容
の
比
較
は
。

町

長　

過
去
２
番
目

の
予
算
で
、
約
10
億
円

程
度
の
増
で
あ
る
。

　

要
因
は
、
新
ご
み
処

理
事
業
、
防
災
情
報
シ

ス
テ
ム
事
業
、
３
歳
か

ら
５
歳
の
保
育
料
、
認

定
保
育
園
の
給
食
費
の

無
償
化
、
道
の
駅
か
つ

ら
の
改
修
工
事
、
増
井

地
区
下
水
道
事
業
等
の

予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

財
政
課
長　

平
成
31
年

度
の
総
額
は
、
１
０
５
億

３
，８
０
０
万
円
で
、
前

年
度
当
初
比
11
．１
％
の

増
と
な
っ
て
い
る
。

　

歳
入
は
、
地
方
交
付
税

11
．
７
％
、
国
庫
支
出
金

28
．７
％
、
町
債
66
％
の

増
で
あ
る
。

　

歳
出
は
、
一
般
廃
棄

物
処
理
事
業
で
１
１
２
．

８
％
の
増
、
道
の
駅
か

つ
ら
整
備
事
業
20
％
、

防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
事
業

53
．３
％
の
増
で
あ
る
。

小

林　

児
童
・
生
徒

の
学
校
給
食
費
は
、
学

区
内
外
関
係
な
く
、
無

償
に
す
べ
き
と
思
う
が
。

町

長　

再
度
検
討
し

た
い
。

※　

検
討
の
結
果
、
当
分

の
間
、
無
償
と
な
り
ま
し

た
。

城
里
町
副
町
長

就
任
に
つ
い
て

《
副
町
長
》

町
長
が
進
め
る
政
策

の
実
現
に
向
け
て
誠

心
誠
意
尽
く
し
て
ま

い
り
た
い
。

防
災
の
対
応
に
つ
い
て

《
町
長
》

現
在
、
増
井
地
区
、
錫
高
野
地
区
を
申
請
し

て
い
る
。

道
路
整
備
に
つ
い
て

（
ビ
ー
フ
ラ
イ
ン
の
進
捗
状
況
は
）

《
町
長
》

十
分
な
予
算
計
上
が
さ
れ
る
よ
う
、
要
望
活

動
を
行
っ
て
い
く
。

小

林　

県
道
阿
波
山

徳
蔵
線
（
ビ
ー
フ
ラ
イ

ン
）
バ
イ
パ
ス
の
進
捗
状

況
。
国
道
１
２
３
号
バ

イ
パ
ス
の
進
捗
状
況
は
。

町

長　

阿
波
山
徳
蔵

線
は
、
計
画
延
長
２
．７

キ
ロ
で
孫
根
側
と
錫
高

野
側
の
両
方
か
ら
工
事

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

７
４
０
メ
ー
ト
ル
が
供

用
開
始
さ
れ
て
お
り
、

約
30
％
の
進
捗
率
で
あ

る
。
県
に
対
し
、
十
分

な
予
算
計
上
が
さ
れ
る

よ
う
、
要
望
活
動
を
行

っ
て
い
く
。

　

国
道
１
２
３
号
バ
イ

パ
ス
工
事
は
、
重
点
区

間
の
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

旧
圷
小
学
校
の
前
ま
で

用
地
取
得
を
完
了
し
、

県
の
本
年
度
予
算
で
町

道
部
分
の
舗
装
を
実
施

し
、
交
差
点
ま
で
早
期

着
工
と
な
る
。

工
事
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る

ビ
ー
フ
ラ
イ
ン

孫
根
側
（
上
）

錫
高
野
側
（
右
）
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三
み む ら

村　孝
た か の ぶ

信　議員

七会大網地区の残土問題に
ついて
《町長》	町外からの土砂を持ち込ませないよ

う指導を徹底する。
三

村　

当
初
は
ペ
ッ

ト
霊
園
と
し
て
申
請
さ

れ
た
が
、
実
際
に
は
不

法
な
残
土
が
搬
入
さ
れ

た
。
こ
れ
ま
で
の
経
過

と
今
後
の
対
応
は
。

町

長　

平
成
30
年
７

月
に
条
件
付
き
で
許
可

し
た
。
平
成
31
年
１
月

の
期
間
終
了
後
も
町
の

条
例
に
反
す
る
建
設
残

土
を
持
ち
込
み
続
け
て

い
た
の
で
『
事
業
停
止

命
令
書
』
を
出
し
た
。

同
年
２
月
に
埋
め
立
て

に
用
い
た
土
砂
等
の『
全

量
撤
去
措
置
命
令
書
』

を
出
し
た
。

　

今
後
は
、
町
外
か
ら

の
土
砂
を
持
ち
込
ま
せ

な
い
よ
う
指
導
を
徹
底

す
る
。

三

村　

今
後
こ
の
よ

う
な
事
案
が
無
い
よ
う

に
防
止
策
と
土
地
所
有

者
に
対
す
る
売
買
や
賃

借
契
約
の
広
報
活
動
が

出
来
な
い
か
。

町

長　

平
成
31
年
度

よ
り
森
林
譲
与
税
か
ら
、

森
林
管
理
に
使
え
る
財

源
が
入
る
。
こ
れ
ら
を

活
用
し
て
対
応
し
て
い

き
た
い
。

三

村　

国
は
児
童
福

祉
法
を
改
正
し
、
児
童

福
祉
司
の
任
用
を
厳
格

化
す
る
見
通
し
だ
。
ま

た
、
親
か
ら
子
へ
の
体

罰
禁
止
の
法
制
化
も
検

討
さ
れ
て
い
る
。
当
町

で
の
虐
待
の
事
例
と
、
児

童
相
談
所
や
警
察
と
の

連
携
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

町

長　

児
相
、
警
察

と
連
携
し
て
い
る
事
案

は
１
件
で
、
相
談
支
援

が
10
件
ほ
ど
あ
る
。

教
育
長　

２
日
連
続
の

欠
席
が
あ
っ
た
場
合
は

必
ず
家
庭
訪
問
を
し
て

い
る
。
気
に
な
る
あ
ざ

や
傷
を
発
見
し
た
場
合

は
、
学
校
、
町
教
育
委

員
会
、
町
福
祉
課
と
連

絡
を
取
り
、
児
相
、
笠

間
警
察
生
活
安
全
課
へ

の
通
報
も
含
め
て
対
応

し
て
い
る
。

三

村　

ス
ポ
ー
ツ
庁

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
休

養
日
を
週
２
日
以
上
と

り
、
平
日
の
練
習
時
間

２
時
間
程
度
と
し
て
い

る
が
、
当
町
の
中
学
の

活
動
状
況
は
。

教
育
長　

平
成
30
年
９

月
か
ら
「
城
里
町
運
動

部
活
動
の
運
営
方
針
」

を
運
用
し
指
導
し
て
い

る
。
月
曜
日
と
土
日
の

い
ず
れ
か
を
休
養
日
と

し
、
練
習
時
間
も
２
時

間
以
内
と
し
て
い
る
。

今
年
度
か
ら
新
し
い
取

り
組
み
と
し
て
、「
部
活

動
指
導
員
」
が
認
め
ら

れ
た
。
今
後
と
も
部
活

動
が
教
師
と
生
徒
に
と

っ
て
負
担
と
な
ら
な
い

よ
う
努
め
て
い
く
。

児
童
虐
待
に
つ
い
て

《
教
育
長
》

２
日
連
続
の
欠
席
が
あ
っ
た
場
合
は
家
庭
訪

問
を
し
て
い
る
。

中
学
校
の
運
動
部
の
部
活
に
つ
い
て

《
教
育
長
》

「
城
里
町
運
動
部
活
動
の
運
営
方
針
」
を
運
用

し
指
導
し
て
い
る
。

大網地区に投棄された不法残土
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杉
すぎ や ま

山　清
きよし

　議員

《町長》	県に重点的に予算計上できるよう活
動していく。

インフラ整備について
（県道112号阿波山〜徳蔵線、早急なる対応を。）

杉

山
　

高
久
工

業
団
地
西
側
（
町
道

０
３
７
５
線
）
は
朝
夕

交
互
通
行
に
苦
慮
、
数

ヶ
所
の
待
避
所
で
住
民

の
安
全
と
、
産
業
振
興

策
を
図
っ
て
は
。

町

長　

産
業
振
興
や

地
元
要
望
、
区
長
と
も

協
議
し
、
実
現
に
向
け

調
査
す
る
。

杉

山　

町
道
下
圷
〜

高
久
間
は
１
２
３
号
バ

イ
パ
ス
開
通
に
伴
い
、

一
部
区
間
が
国
道
化
と

な
る
が
、
下
圷
〜
高
久

間
3.4
キ
ロ
を
県
道
に
昇

格
で
き
な
い
か
。

町

長　

水
戸
土
木
事

務
所
等
へ
要
望
、
相
談

を
働
き
か
け
る
。

杉

山　

県
道
１
１
２

号
阿
波
山
〜
徳
蔵
線
の

錫
高
野
地
区
の
中
学
生

は
、
片
道
７
キ
ロ
を
自

転
車
通
学
し
て
い
る
。

歩
道
整
備
も
含
め
早
急

な
る
対
応
を
。

町

長　

県
道
１
１
２

号
整
備
は
、
重
点
的
に

予
算
計
上
で
き
る
よ
う

活
動
し
て
い
く
。

杉

山　

根
固
屋
橋
か

け
替
え
の
進
捗
状
況
は
。

町

長　

引
き
続
き
要

望
し
、
町
道
移
管
時
に

県
に
申
し
入
れ
を
し
て

い
き
た
い
。

杉

山　

天
然
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
活
用
と
ス
ポ
ー

ツ
企
業
を
誘
致
し
、
町

の
施
設
と
の
融
合
を
図

っ
て
は
。

町

長　

優
良
な
施
設

を
有
す
る
城
里
町
と
し

て
は
、
試
み
を
強
化
し

経
済
効
果
を
高
め
て
い

く
。

杉

山　

急
増
す
る
買

い
物
弱
者
の
対
応
策
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

町

長　

買
い
物
ツ
ア

ー
の
実
施
が
で
き
る
よ
う
、

事
業
化
を
考
え
て
い
る
。

杉

山　

町
に
は
多
く

の
生
産
組
合
や
部
会
が

あ
る
が
、
農
産
物
の
商

標
登
録
化
は
急
務
と
思

う
が
、
町
の
対
応
を
伺

う
。

町

長　

商
標
登
録
は

大
変
重
要
で
あ
る
。
費

用
も
含
め
生
産
者
、
部

会
等
の
意
見
も
聞
き
、

応
援
し
、
制
度
の
創
設

も
今
後
検
討
す
る
。

杉

山　

公
正
な
審
査

委
員
会
と
し
て
、
学
識

経
験
者
（
弁
護
士
等
）
を

入
れ
た
審
査
委
員
会
は

で
き
な
い
か
。

町

長　

し
っ
か
り
と

人
選
等
を
考
え
、
法
律

の
専
門
家
を
今
後
任
用

し
て
い
く
こ
と
も
十
分

検
討
す
る
。

杉

山　

再
三
の
質
問

と
自
民
党
３
支
部
に
て
期

成
同
盟
を
立
ち
上
げ
、
住

民
７
，２
０
０
名

の
署
名
を
い
た

だ
き
、
知
事
要

望
後
、
設
計
予

算
が
決
定
し
た

が
、
町
の
今
後

の
対
応
を
伺
う
。

町

長　

県
、
水
戸
・

大
宮
土
木
事
務
所
、
常

陸
大
宮
市
、
城
里
町
に

て
打
ち
合
わ
せ

し
、
事
業
化
に
入

る
と
き
に
、
地

元
の
意
見
を
集

約
で
き
る
よ
う
、

会
議
体
を
今
後

作
る
。

農
産
物
の
振
興
に
つ
い
て

《
町
長
》

制
度
の
創
設
も
今
後
検
討
す
る
。

職
員
懲
戒
審
査
会

に
つ
い
て

《
町
長
》

専
門
家
を
任
用
し
て

い
く
こ
と
も
十
分
検

討
す
る
。

七
会
町
民
セ
ン
タ

ー「
ア
ツ
マ
ー
レ
」

と
今
度
の
方
向
性

に
つ
い
て

《
町
長
》

経
済
効
果
を
高
め
て

い
く
。

那
珂
川
大
橋
架
け
替
え
に
つ
い
て

《
町
長
》

事
業
化
に
入
る
と
き
に
、
会
議
体
を
今
後
作

る
。

買
い
物
弱
者
対
策

に
つ
い
て

《
町
長
》

買
い
物
ツ
ア
ー
の
事

業
化
を
考
え
て
い
る
。


